
 

※基礎点数＝「注目血統・調教関連・前走不利・好走傾向等」のデータ入力前時点での評価点数 

 

【土曜日の中京芝のトレンド血統】 

・米国型ノーザンダンサー系 

・ナスルーラ系 

・ロベルト系 



これらを４Ｌ系統に持つ人気薄の好走が目立ちました。 

 

そして、これはそのまま金鯱賞の血統傾向にも共通します。 

 

該当馬には注目血統の欄に「！」マークを付けております。 

 

【金鯱賞の過去傾向】 

※１２月開催から３月開催に変更された過去７年 

 

１．前走５００キロ～５２０キロの大型馬が強いレースで、 

逃げた該当馬４頭は、全てが馬券に絡みました。 

 

２．１人気は複勝率１００％を継続中。 

 

「デカい逃げ馬を探して１人気に絡める」 

これが金鯱賞攻略の有力手段になります。 

 

３．リピーターが出ていないレース。 

３月開催になって以降は１頭もリピーターが出ておりません。 

前年の好走馬でも少し疑ってみるのが良いかも知れません。 

 

※その他の傾向は別紙ＰＤＦファイル参照 

 



 

【予想見解】 

◎３番ドゥレッツァ 

父：ドゥラメンテ（キングマンボ系） 

母父：米ヘイロー系 

 

ドゥラメンテ×ヘイロー系の配合馬は、 

基本的に２０００ｍが本領で、２４００ｍ以上は不振。 

 

それでも３０００ｍのＧ１を勝ったのは、 

あくまでもこの馬個体の能力の高さを示すもので、 

距離短縮は不安よりも歓迎材料と考えるべきでしょう。 

 

金鯱賞は１人気の複勝率が１００％のレースなので、 

普通にこの馬から入るのが妥当だと考えます。 

 

 

○７番ヤマニンサルバム 

父：イスラボニータ（Ｐサンデー系） 

母父：欧リファール系 

祖母父：トニービン（欧グレイソヴリン系） 

 

父の母父にもグレイソヴリン系を持ち 



ナスルーラの血が強調された配合馬。 

 

イスラボニータ×欧州型ＮＤ系の配合は、 

当コースに３頭が出走して３頭とも連対。 

 

逃げ馬不在の小頭数で、前に行ける脚質と、 

中京巧者である事を考えれば、６分仕上がりの 

プログノーシスより期待感があります。 

 

 

▲１１番エアサージュ 

父：ポイントオブエントリー（ロベルト系） 

母父エンパイアメーカー（米ファピアノ系/ミスプロ系） 

曾祖母は名牝グロリアスソングの全妹で、 

数多くの種牡馬を輩出する名門牝系の一族。 

 

５００キロを超す大型馬で、今回最も逃げる可能性が高い馬。 

陣営も先手を取る意向がにじむコメントを出しております。 

 

今回は池添騎手に乗り戻りになりますが、 

前回の騎乗時も逃げて勝っております。 

 

開幕馬場と展開の恩恵があれば、 



馬券圏内に残る目は十分にあると想像します。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・３連複 ４－３・６・１１ 

 

くまもん馬券 

馬連 ３－７・１１ 

 

３連複フォーメーション１１点 

３連単フォーメーション１２点 

３－７・１１－印全頭 


